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国際学会発表 
1. Miwa K, Fujita M. Low cardiac output in young adults with chronic fatigue 

syndrome and small heart. Annual Scientific Meeting of the European Society of 
Cardiology, August 2008, Munich, Germany 

2. Miwa K. Impaired cardiac function due to small heart and orthostatic 
intolerance in patients with myalgic encephalomyelitis. The 2013 Annual 
Scientific Meeting of the European Society of Cardiology, August-September 
2013, Amsterdam, Netherlands 

3. Miwa K. Truncal ataxia is an unrecognized cause of postural intolerance in 
patients with myalgic encephalomyelitis. 12thd Biennial International 
conference Emerging Science and Clinical Care October 27-30, 2016 Fort 
Lauderdale, Florida, USA 

4. Miwa K. Paradigm shift to disequilibrium in the genesis of orthostatic in 
tolerance in patients with chronic fatigue syndrome. 2019 European Society of 
Cardiology Congress. September 2019, Paris, France 

 
学会シンポジウム、パネルディスカッション、特別発表など 

1. 三羽邦久、藤田正俊. 血中ビタミンＥ濃度動態と生活習慣病因子から分析した

慢性疲労と病的疲労の相違 ミニシンポジウム「病的疲労と慢性疲労」 第２

回日本疲労学会学術集会 ２００６年７月、大阪 
2. 三羽邦久、藤田正俊.  パネルディスカッション「アルドステロンと心不全」 

起立不耐症患者における Small Heart に伴う低心拍出量と Renin-Aldosterone 

Paradox について 第６０回日本心臓病学会学術集会 ２０１２年９月、金沢 

3. Miwa K. Fundamental economic loss, marked reduction of functional 
capacity and circulatory impairment in patients with chronic fatigue 
syndrome and orthostatic intolerance. シンポジウム 「循環器分野の医療経

済評価と政策課題」 The 77th Annual Scientific Meeting of the Japanese 
Circulation Society ２０１３年３月、横浜 



4. 三羽邦久. トピックス 慢性疲労症候群患者（筋痛性脳脊髄炎）における心機

能異常：スモールハート、低心拍出量、起立不耐症について 第２４回心エコー図

学会学術集会 ２０１３年４月、東京 

5. 三羽邦久.  シンポジウム「機能性身体症候群・・・慢性疲労症候群理解のた

めに」 慢性疲労症候群（筋痛性脳脊髄炎）患者に見られる循環器調節異常に

ついて 第９回日本疲労学会学術集会 ２０１３年６月、秋田 

6. 三羽邦久.  筋痛性脳脊髄炎患者の交感神経系――Good dayと Bad dayの起立

試験の比較から ミニシンポジウム 第１０回日本疲労学会学術集会 ２０１

４年５月、大阪 

7. 三羽邦久. 筋痛性脳脊髄炎（慢性疲労症候群）患者における心機能異常とレ

ニン－アルドステロン、抗利尿ホルモンについて GP 優秀演題セッション 最

優秀賞受賞 第６２回日本心臓病学会学術集会 ２０１４年９月、仙台 

8. 三羽邦久.  慢性疲労症候群（（筋痛性脳脊髄炎）患者における循環血液量調

節異常について ミニシンポジウム 第１１回日本疲労学会学術集会 ２０１

５年５月、山口 

9. 三羽邦久.  ミニシンポジウム ｢慢性疲労の臨床｣ 筋痛性脳脊髄炎（慢性疲労

症候群）患者における起立不耐症の病因について 第１３回日本疲労学会学術

集会 ２０１７年５月、名古屋 
10. 三羽邦久. 筋痛性脳脊髄炎（慢性疲労症候群）患者における循環器調節異常と

起立不耐症について シンポジウム 「筋痛性能脊髄炎/慢性疲労症候群

（ME/CFS）の臨床」 第１４回日本疲労学会学術集会 ２０１８年５月、福岡 

11. 井上雄吉、三羽邦久.  筋痛性能脊髄炎/慢性疲労症候群に対する反復経頭蓋磁

気刺激治療（ｒTMS）の効果について シンポジウム 「筋痛性能脊髄炎/慢性

疲労症候群（ME/CFS）」 第１５回日本疲労学会学術集会 ２０１９年５月、

大阪 

12. 三羽邦久. 慢性疲労症候群と起立不耐症の臨床研究 ――― 過去、現在、未

来 シンポジウム 「筋痛性能脊髄炎/慢性疲労症候群（ME/CFS）」 第１５回

日本疲労学会学術集会 ２０１９年５月、大阪 

13. 三羽邦久. ｢トピックス｣ 起立不耐症の過去、現在、未来 ――― 慢性疲労

症候群患者の中核症状として 第６７回日本心臓病学会学術集会 ２０１９年

９月、名古屋 

14. 三羽邦久.  トピックス：起立不耐症 up-to-date 最新の知見とパラダイムシ

フト、特に慢性疲労症候群患者について 日本循環器学会第８４回年次学術集

会 ２０２０年７月． 京都 
15. 三羽邦久.  シンポジウム 循環器領域における保険診療の課題と対策：技術

評価の時代へ（健保対策委員会）：Marked Reduction of Functional Capacity in 



Young Patients with Orthostatic Intolerance that Can Be Diagnosed Using 
Conventional Active Standing Test 日本循環器学会第８5 回年次学術集会 

２０２1 年 3 月． 横浜 
16. 三羽邦久.  ME/CFS と周辺疾患の科学・医学 ミニシンポジウム 筋痛性脳脊

髄炎診療 up-to-date: 起立不耐症および経口ミノサイクリン療法をメインテ

ーマに 第１７回日本疲労学会学術集会 ２０２１年７月． 東京 

17. 三羽邦久 筋痛性脳脊髄炎（慢性疲労症候群）の臨床最前線 第１２回日本病

巣疾患研究会総会・学術集会 シンポジウム１ 慢性疲労 ２０２４年９月 

東京 
 

特別講演など 

1. 三羽邦久.  慢性疲労症候群とスモールハート 第１４回高岡医療圏薬剤師研修

会特別講演 ２００８年１０月、高岡 

2. 三羽邦久.  慢性疲労症候群とスモールハート 富山県女性薬剤師会学術講演会

特別講演 ２００９年３月、富山 

3. 三羽邦久.  慢性疲労症候群とスモールハート 第 4 回南砺 Cardio Vascular 

Meeting ２００９年１０月、南砺 

4. 三羽邦久． 新しい筋痛性脳脊髄炎の診断基準。 一循環器医が関わった新たな

出発点。 日本疲労学会のプレイベント ２０１２年６月、東京 
5. 三羽邦久． 起立試験による起立不耐症の診断――労働阻害疾患としての起立不

耐症の認識向上を目指して。 平成 24 年度富山県産業医会第 1 回研修会 平成

23 年度調査研究発表 ２０１２年８月、富山 
6. 三羽邦久． 循環調節異常と筋痛性脳脊髄炎／慢性疲労症候群。東大医科研附属

病特別企画講演会 ２０１２年１１月、東京 
7. 三羽邦久．特別講演「慢性疲労症候群（筋痛性脳脊髄炎）におけるスモールハート

と循環器調節異常について」 第 14 回北海度心血管エコー研究会 ２０１３年１２

月、札幌 
8. 三羽邦久．「循環器科医から診た慢性疲労症候群（筋痛性脳脊髄炎）」 平成２６年

度保健所・医療関係者研修会 ２０１４年５月、西宮 
9. 三羽邦久 慢性疲労症候群と起立不耐症 ＝ 最新の研究からのパラダイムシフ

トも含めて 起立不耐症医療講演会２０１８ ２０１８年３月 東京 
10. 三羽邦久.  トピックス：起立不耐症 up-to-date 最新の知見とパラダイムシフ

ト、特に慢性疲労症候群患者について 日本循環器学会第８４回年次学術集会 ２

０２０年７月．京都 
 
学会発表（国内） 



1. 三羽邦久．慢性疲労症候群における循環器異常、身体所見と酸化ストレスについて. 
第 112 回遠江医学会 ２００６年６月、浜松 

2. 三羽邦久、藤田正俊. 慢性疲労症候群における循環器異常、生活習慣病因子と血

中ビタミンＥ濃度について 第５４回日本心臓病学会学術集会 ２００６年 9 月、

鹿児島 
3. 三羽邦久．慢性疲労症候群の病因としての小心症候群 第１０４回日本内科学会講

演会 ２００７年４月、大阪 
4. 三羽邦久．慢性疲労症候群の病因としての小心症候群と低心機能 第３回日本疲労

学会総会 ２００７年４月、東京 
5. 三羽邦久．慢性疲労症候群の病因としての小心症候群 第４４回日本臨床生理学会

総会 ２００７年１１月、大阪 
6. 三羽邦久. Small Heart Syndrome（小心症候群）を伴う慢性疲労症候群患者の心

機能 第４回日本疲労学会学術集会 ２００８年２月、熊本 
7. Miwa K, Fujita M: Cardiac Function Fluctuates During Exacerbation and Remission in 

Young Adult Patients With Chronic Fatigue Syndrome and “Small Heart”. 72nd Annual 
Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society  ２００８年３月、福岡 

8. Miwa K, Fujita M: Increased Oxidative Stress Suggested by Low Serum Vitamin E 
(a-Tocopherol) Concentrations in Patients With Chronic Fatigue Syndrome. 72nd Annual 
Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society  ２００８年３月、福岡 

9. 三羽邦久. Small heart syndromeを伴う若年慢性疲労症候群患者における低心機

能 第１０５回日本内科学会講演会 ２００８年４月、東京 
10. 三羽邦久、藤田正俊.  慢性疲労症候群患者における増悪期と寛快期における血中ビ

タミンE濃度の変化について 第５６回日本心臓病学会学術集会 ２００８年9月、

東京 
11. 三羽邦久.  慢性疲労症候群患者における循環器系症状とスモールハートによる低心

拍出量について 第１０６回日本内科学会講演会 ２００９年４月、東京 
12. 三羽邦久. 慢性疲労症候群患者における増悪期と寛解期における血清ビタミン E 濃度

の変化と酸化ストレスの意義について 第５回日本疲労学会学術集会 ２００９年５

月、福岡 
13. 三羽邦久.  慢性疲労症候群患者における循環器系症状と低心拍出量に関わる小心臓

（スモールハート）の意義について慢性疲労症候群患者における増悪期と寛解期にお

ける血清ビタミン E 濃度の変化と酸化ストレスの意義について 第５回日本疲労学会

学術集会 ２００９年５月、福岡 
14. 三羽邦久、藤田正俊. 慢性疲労症候群患者における左室の大きさと心拍出量について 

第５７回日本心臓病学会学術集会 ２００９年 9 月、札幌 
15. 三羽邦久、藤田正俊. 小心症候群に心疾患としての病的意義はあるか？症状重症度と



左室腔の大きさ、心拍出量からの検討 第５７回日本心臓病学会学術集会 ２００９

年 9 月、札幌 
16. 三羽邦久、藤田正俊. 酸化ストレスの増大は慢性疲労症候群の原因か？結果か？血中

ビタミン E 濃度からの検討 第５７回日本心臓病学会学術集会 ２００９年 9 月、札

幌 
17. 三羽邦久、藤田正俊.  小心症候群は心臓病か？心の病か? 第１０７回日本内科学会

講演会 ２０１０年４月、東京 
18. 三羽邦久. 慢性疲労症候群患者と小心症候群の異同について 第６回日本疲労学会学

術集会 ２０１０年６月、大阪 
19. 三羽邦久、藤田正俊.  慢性疲労症候群患者と小心症候群の異同について 第５８回日

本心臓病学会学術集会 ２０１０年９月、東京 
20. 三羽邦久、藤田正俊.  慢性疲労症候群と起立不耐症の病因に関与するスモールハ

ートの役割 第１０８回日本内科学会講演会 ２０１１年４月、東京 
21. 三羽邦久. 慢性疲労症候群患者における起立不耐症とスモールハートについて 

第７回日本疲労学会学術集会 ２０１１年５月、名古屋 

22. 三羽邦久、藤田正俊.  慢性疲労症候群における起立不耐症とスモールハート 第

５９回日本心臓病学会学術集会 ２０１１年９月、神戸 

23. 三羽邦久. 慢性疲労症候群と起立不耐症は心の病気か？スモールハートの役割と循

環器疾患としての理解について 第６８回日本循環器心身医学会総会 ２０１１年

１１月、東京 
24. Miwa K, Fujita M. Orthostatic intolerance and small heart in patients with 

chronic fatigue syndrome. The 76th Annual Scientific Meeting of the Japanese 
Circulation Society ２０１２年３月、福岡 

25. 三羽邦久、藤田正俊. 起立不耐症の原因は体位性起立頻拍症候群（POTS）なのか？

起立試験からの検討 第１０９回日本内科学会講演会 ２０１２年４月、京都 
26. 三羽邦久. 立位維持困難時の血行動態から検討した起立不耐症と体位性起立頻拍

症候群（POTS）との関係 第８回日本疲労学会学術集会 ２０１２年６月、東京 

27. 三羽邦久. 起立不耐症と筋痛性脳脊髄炎との関係について 第８回日本疲労学会

学術集会 ２０１２年６月、東京 

28. 三羽邦久. 筋痛性脳脊髄炎患者における心機能異常、特にスモールハートと低心

拍出量について 第６０回日本心臓病学会学術集会 ２０１２年９月、金沢 

29. 三羽邦久. 起立不耐症と筋痛性脳脊髄炎との関連について 第６０回日本心臓病

学会学術集会 ２０１２年９月、金沢 

30. 三羽邦久.  起立不耐症と体位性起立頻拍症候群(POTS)との関係 ― 起立試験

からの検討 第６０回日本心臓病学会学術集会 ２０１２年９月、金沢 

31. 三羽邦久、藤田正俊. 慢性疲労症候群/筋痛性脳脊髄炎患者における起立不耐症―



起立試験からの検討 第１１０回日本内科学会講演会 ２０１３年４月、東京 
32. 三羽邦久.  慢性疲労症候群/筋痛性脳脊髄炎患者における起立不耐症と

Renin-Aldosterone Paradoxについて 第９回日本疲労学会学術集会 ２０１３年

６月、秋田 

33. Miwa K. Severe orthostatic intolerance with low cardiac output in patients with 
chronic fatigue syndrome/Myalgic encephalomyelitis. The 78th Annual 
Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society ２０１4 年３月、東京 

34. 三羽邦久.  起立不耐症を伴う筋痛性脳脊髄炎（慢性疲労症候群）患者におけるデ

スモプレシンの治療効果 第１１１回日本内科学会講演会 ２０１４年４月、東京 
35. 三羽邦久. 筋痛性脳脊髄炎（慢性疲労症候群）患者の治療にデスモプレシン（合

成抗利尿ホルモン製剤）は有効か？ 第１０回日本疲労学会学術集会 ２０１４年

５月、大阪 

36. 三羽邦久. 筋痛性脳脊髄炎（慢性疲労症候群）患者に対するデスモプレシン（合

成抗利尿ホルモン製剤）の治療効果 第６２回日本心臓病学会学術集会 ２０１４

年９月、仙台 

37. 三羽邦久. 筋痛性脳脊髄炎（慢性疲労症候群）患者における起立不耐症と交感神

経系－Good day と Bad day の起立試験の比較から 第６２回日本心臓病学会

学術集会 ２０１４年９月、仙台 

38. 三羽邦久．  筋痛性脳脊髄炎（慢性疲労症候群）患者における心機能異常、体液

量調節系異常とデスモプレシンの治療効果について 第１１２回日本内科学会講

演会 ２０１５年４月、京都 
39. Miwa K. Low cardiac output and preload with deficiency of aldosterone and 

antidiuretic hormone in patients with myalgic encephalomyelitis (chronic 
fatigue syndrome). The 79th Annual Scientific Meeting of the Japanese 
Circulation Society ２０１5 年 4 月、大阪 

40. Miwa K. Postural orthostatic tachycardia and exaggerated or impaired 
sympathetic activation in patients with myalgic encephalomyelitis (chronic 
fatigue syndrome) and orthostatic intolerance. The 79th Annual Scientific 
Meeting of the Japanese Circulation Society ２０１５年４月、大阪 

41. 三羽邦久. 筋痛性脳脊髄炎（慢性疲労症候群）患者における起立不耐症と座位不

耐症に関わる循環調節異常と体位性運動失調について 第１２回日本疲労学会学

術集会 ２０１６年５月、横浜 
42. 三羽邦久. 富山県医師会医学研究助成金課題研究報告. 筋痛性脳脊髄炎（慢性疲

労症候群）患者における心機能異常、レニンーアルドステロン、抗利尿ホルモン調

節異常と抗利尿ホルモン薬の効果について 第７１回富山県医学会 ２０１７年

１月、富山 



43. 三羽邦久、井上雄吉. 筋痛性脳脊髄炎（慢性疲労症候群）患者における起立不耐

症と座位不耐症の原因としての体幹運動失調（平衡障害） 第１１４回日本内科学
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症・慢性疲労症候群についての朝勉強会 自由民主党 富山県議会議員会 ２０１
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節障害セミナー２０２３～重症例・難治例の理解と最新の診療動向～ ２０２３年
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筋痛性脳脊髄炎（慢性疲労症候群）患者における起立および座位不耐症と循環調節異常 
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